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2.エクセルで出力ファイルを開き、x(out-in),y(out-in),z/l の仮定,x の光軸,y の光軸,xi-xc,yi-yc,(xi-xc)^2,(yi-yc)^2,ri,rz,T を

求めていく。 

x(out-in),y(out-in)：それぞれのスポットの外画像の座標 - 内画像の座標 

z/l：内画像から焦点までの距離と、外画像までの距離の比 

x の光軸,y の光軸：全スポットの座標の平均 

xi-xc,yi-yc：焦点面であろう像面のスポット座標 - 光軸の座標 

ri：各スポットの光軸からの距離 

rz：ri の平均 

T：rz を”になおしたハルトマン定数 

 

3. z/l の値を変えて、T が最小になる z/l 値を探す。 

結果 

 

上：24 個の穴を使用 T=0.8”、 下：8 個の穴を使用 T=0.33” 

 

○問題点 

スパイダーが映ってしまう穴が使えない。 

サチりすぎで重心位置決定精度に不安。 

z/l 最小値検索を自動化したい。 

場所による z/l 最小値の違いを知ることができれば、光軸のずれが定量的にわかるかもしれない。 


